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“Women’s Obi” in 「Annual Report on the Family 

Income and Expenditure Survey」．

　Also, this research chose goods which correspond 

to traditional crafts (Textile product, Ceramic and 

Lacquer) in Japan and traditional industry(Okawa 

furniture, Hakataori textile, Kurume ikat, Koishiwara 

ware, Agano ware and so on) in Fukuoka-ken．

　As a result, these demand of durable consumer 

goods tends to decrease. However, the case that 

a consumer buys high-quality goods about these 

goods is also fact．

　The expenditure elasticity was bigger than the 

quantity elasticity for quantitative result of this 

research. Therefore, the producer who participates 

in traditional crafts should understand what kind of 

structure a consumer demand is. And a producer 

has to keep producing goods of high added value．

１．課題

　わが国における伝統工芸品（繊維製品、陶磁器、

漆器、木・竹工芸、金工品、仏壇・仏具および和紙）

生産額は 1990 ～ 2002 年の期間において、表 1 －

1 および図 1 － 1 のように年々減少傾向を呈して

いる。伝統的工芸品産業振興協会のデータは 2002

年以降について入手できなかったが、この傾向は続

要旨

　本研究は、わが国における伝統工芸品（繊維製品、

陶磁器および漆器など）および福岡県伝統産業（大

川家具、博多織、久留米絣、小石原焼および上野焼

など）に対応する『家計調査年報』における特に茶

碗・皿・鉢、たんす、食器戸棚、婦人着物および婦

人帯の耐久消費財需要構造について計量分析 ( 横断

面データ ) をおこなった。

　その結果、これらの耐久消費財需要は減少傾向に

ある。しかしながら、消費者はこれらの財について

高品質の財を購入していることも事実である。一般

的に、伝統工芸品に携わる生産者は消費者需要がど

のような構造であるかを理解し、高付加価値の財を

生産していくことが重要であることを示唆した。

　本研究の計測結果は金額弾力性の方が数量弾力性

より大きかった。それゆえ、伝統工芸品に携わる生

産者は消費者需要がどのような構造であるかを理解

すべきである。そしてまた生産者は高付加価値の財

を生産しつづけなければならない。

Summary

　This research did a quantitative analysis (cross-

section data)about demand structure of durable 

consumer goods of “Bowls & dishes”, “Chests of 

drawers”,“Sideboards”,“Women’s Kimono” and 
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いているものと思われる。このような傾向を補完

するために、福岡県伝統産業（大川家具、の推移

は 1983 ～ 2014 年の期間において、表 2 － 1 お

よび図 2 － 1 のように年々減少傾向を呈している。

この傾向は表 1 － 1 と同様である。しかしながら、

このような状況下においても小石原焼の生産額は、

最近、若干増加傾向を示していたが、北部九州豪雨

によって大きな打撃を受け復興途中である。

　このような伝統工芸品の生産額の減少は需要の減

少が大きな一因となっている。伝統産業の衰退傾向

は地域の集積の崩壊やそれにともなってこれまで蓄

積されてきた技術の継承が途切れ、わが国経済社会

にとって大きな損失となるであろう。そこで、本研

究は伝統工芸品生産額減少の大きな一因である伝統

工芸品需要構造を計量的分析することに重きを置い

ている。地方の公統計データにおいて、伝統工芸品

にあたる総務省統計局『家計調査年報』の項目は、

茶碗、皿、茶碗・皿・鉢（1987 年以降より）、たんす、

食器戸棚、婦人絹着物、婦人着物（1987 年以降より）

および婦人帯である。

　これまで財の需要分析には時系列データに基づ

く計量分析が主流であった。古くは C.A.Fox[1] が

アメリカ合衆国の農産物（畜産物と農産物）を

1922 ～ 1941 年までの期間の需要分析している。

Houthakker, H.S. and L.D.Taylor [2] がアメリカ合衆

国の耐久財および非耐久消費財について状況変数

（state variables）を取り入れた動学モデルによって

1931 ～ 1961 年（除：戦時データ）までの期間を

計量分析し、1970 年までの予測を行っている。安

表１－１．伝統工芸品生産額（実質）の推移　　　 ( 暦年、百万円）

表１－２．福岡県伝統産業生産額（実質）の推移　（暦年、１億円）

図１－１．伝統工芸品生産額（実質）の推移

図１－２．福岡県伝統産業生産額（実質）の推移

資料：（財）伝統的工芸品産業振興協会「伝統工芸産業概要統計」より抜粋

資料：福岡県商工部「福岡県経済データファイル」より作成

永武巳 [17] はわが国の耐久財および非耐久消費財

について 1954 ～ 1962 年まで期間の計量分析を

行っている。渋谷行雄 [5] は統計的諸問題を解決す

るために階差モデル技法や条件付回帰技法を試み、

対数線形モデルで耐久財および非耐久消費財につい



同一の品目にいくつかの品種が存在する場合、所得

が増加すれば消費者は高価な上質なものを購入する

ようになり、その結果、需要の変化は購入数量で測っ

たときの方が支出金額で測ったときよりも少なくな

るからである。」ということを指摘している注 2）。

　本研究は公統計データを用い、伝統工芸品の需要

にあたる、品目（財）の金額弾力性と数量弾力性を

それぞれ計測し、その推移からそれらの品目の需要

構造を分析する。

２． 本研究のモデル

　本研究のモデルは、

（2 － 1）

ここで、Y は当該財の 1 人当たり購入数量か又は 1

人当たり支出金額、X は 1 人当たり消費支出総額（1

人当たり所得）、i は所得階級、log は常用対数である。

　（2 － 1）式で被説明変数 Y に購入数量を用い、

それを説明変数である X に回帰して得られた弾力

性を数量弾力性（Eμq）、Y に支出金額を用い、そ

れを説明変数である X に回帰して得られた弾力性

を金額弾力性（Eμx）という。厳密には前者は購入

数量に対する所得弾力性、後者は支出金額に対する

所得弾力性である。Wold, H. and L. Juréen[16] は、

とくに耐久消費財のような品質に差があるケース

は、

　　Eμq　<　Eμx　　　　　　　　　　　（2 － 2）

ところで、耐久消費財および非耐久消費財（含：季

3

て 1951 ～ 1973 年の 2 半期データで計量分析を

行っている。これらの国内外の計量分析はほとんど

統計的に有意であり、モデルの決定係数も高いもの

となっている。こうした計測結果になっているのは

経済成長期における当該財の需要が伝統的変数であ

る実質所得の増加、当該財相対価格の下落などがあ

ればその需要にそのまま影響するためである。経済

成長が一段落し、経済社会が成熟期に入ると理論的

な関数に基づくモデルに時系列データを用いた需要

分析は統計的に有意な計測結果を得ることが困難に

なった。そこで、最近の需要分析はアンケート調査

による分析が主流となってきている。たとえば、内

山敏典・黒木宏一 [12]、内山敏典 [13]、内山敏典・

山本盤男 [14] および内山敏典 [15] 等がある。これ

らの研究は陶磁器需要に関するもので、消費者が陶

磁器をどのような意識を持って購入しているかの計

量分析であり、社会に対して貢献してきた。

　本研究は、上述の理由により、公統計データの横

断面データによる当該財の金額弾力性と数量弾力性

との比較分析をおこなう。その理論的展開は Wold, 

H. and L. Juréen[16] および森田優三 [4] にそれを

見ることが出来る。前者は「商品が種々異なる種類

で入手できる場合には、所得の増加あるいは価格の

低下は消費者をしてより高価な品質のものへおもむ

かせる。その結果、需要の変化は数量で測ったほう

が金額で測ったよりも小さい。」ということを証明

している注 1）。後者は「エンゲル関数の計測に購入

数量と支出金額の双方が使用できるとき、需要の

所得弾力性についても数量弾力性と金額弾力性の 2

つを計測することができる。一般に数量弾力性は金

額弾力性よりも小であると考えられている。それは
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節的な財）において、所得（μ）の変化は当該財の

購入数量と支出金額に次の 2 通りの方法で影響を

与えることになる注 3）。すなわち、

毎の横断面データ、茶碗・皿・鉢および食器戸棚は

1987 ～ 2017 年の年毎の横断面データ、たんすお

よび婦人帯は 1975 ～ 2017 年の年毎の横断面デー

タ、婦人絹着物は 1987 ～ 2017 年の年毎の横断面

データである。分析のほとんどは 5 分位所得階級

別データであるが、参考のために 1975 ～ 1979 年

の期間の計測に 16 分位所得階級および 18 分位所

得階級の茶碗、皿、たんす、婦人絹着物、婦人帯に

ついてそれぞれの年の横断面データによる計測をお

こなっている。

４．計測結果　

　本研究は、（2 － 1）式を用い計測した結果が表

４－１および表４－２であり、そのなかで統計的に

有意である横断面分析の各項目の購入数量に対する

所得弾力性（数量弾力性）、支出金額に対する所得

弾力性（金額弾力性）を表記した。

　表 4 －3 および表 4 － 4 は、表 4 －1および表 4 －

2 で統計的に有意であった計測結果の再掲載である。

　表 4 － 3 の16 分位・18 分位所得階級の金額弾力性

と数量弾力性の差の推移を示したものが表 4 － 5 であ

り、表 4 － 4 の 5 分位所得階級の金額弾力性と数量

弾力性の差の推移を示したものが表 4 － 6 である。

（i）

（ii）

当該財の購入数量と支出金額はともに所得の

関数であることから直接に影響を与える。

購入数量は価格に依存し、価格は所得の関数

であるので、価格を通じて間接的に影響を与

える。

これらのことを弾力性としてまとめると、

支出金額に対する所得弾力性は＝購入数量に対する

所得弾力性＋価格に対する所得弾力性－所得に対す

る価格弾力性×価格に対する所得弾力性　　（2 － 3）

あるいは、

（2 － 3）‘

と表現できる。

３．データ

　本研究で用いた公統計データは、総務省統計局

『家計調査年報』（全世帯）である。分析対象品目は、

伝統工芸品に対応する茶碗、皿、茶碗・皿・鉢、た

んす、食器戸棚、婦人絹着物、婦人着物、婦人帯で

ある。所得階級別（16 分位階級、18 分位階級、5

分位階級）である。分析期間は 1975 ～ 2017 年で

あり、この期間の毎年の横断面データによる計測で

ある。また、茶碗および皿は 1975 ～ 1986 年の年
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5．考察と結論

　統計的に有意であった表 4 － 3 および表 4 － 4 の

金額弾力性と数量弾力性それぞれの推移を考察する。

両表とも数量弾力性よりも金額弾力性の方が大きく、

本研究で取り上げている耐久消費財は品質の差があ

ることが窺える。表 4 － 4 より、両弾力性が大きい順

の推移は婦人帯、婦人着物、食器戸棚、たんす、茶碗・

皿・鉢である。婦人帯および婦人着物は両弾力性の

推移をみてもその値は高く奢侈品的性格を長期間有し

ている。たんすおよび食器戸棚についても婦人帯およ

び婦人着物ほどではないにしても両弾力性の値は大き

い。茶碗・皿・鉢について、金額弾力性は 2 前後の

値の推移を示し、数量弾力性は 1 以下の値を示して

いる。数量弾力性から判断すれば、茶碗・皿・鉢に

ついては必需品的性格を有す財であるが、ストック調

整効果が働いており、金額弾力性からはある程度の

高品質の財を購入していると考えられる。
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表 4 － 3．16 分位・18 分位所得階級の金額弾力性および数量弾力性の再掲載

表 4 － 5．16 分位・18 分位所得階級の金額弾力性と数量弾力性

の差の推移

表 4 － 6．5 分位所得階級の金額弾力性と数量弾力性の差の推移

表 4 － 4．5 分位所得階級の金額弾力性および数量弾力性の再掲載
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　Wold, H. and L. Juréen[16] の理論的展開である (2

－ 2) 式に従えば、婦人帯および婦人着物は両弾力性

とも高いが、表 4 － 6 より、数量弾力性よりも金額弾

力性の方が 1976 年以降大きくなる傾向がみられ品質

の良い財を購入している傾向が見受けられる。これら

の財は所得が増加することにより品質の良い財を購入

することになるであろう。

　以上のように、わが国における伝統工芸品（繊維製

品、陶磁器、漆器）および福岡県伝統産業（大川家

具、博多織、久留米絣、小石原焼および上野焼）と、

これらの伝統工芸品に対応する『家計調査年報』に

おける茶碗、皿、茶碗・皿・鉢、たんす、食器戸棚、

婦人絹着物、婦人着物および婦人帯の耐久消費財需

要とは減少傾向にありながらも高品質の財を購入して

いる。このことからして、一般的に、伝統工芸品に携

わる生産者は消費者需要がどのような構造であるかを

理解し、それに基づいて、

①他分野のデザインのコラボレーションを図る

②環境を意識した製品の開発

③消費者の選択肢が多く可能

④外国人への IT（Information Technology）を利用

した販売など、高付加価値の財を生産していくことが

重要である。

注

注1）

注2）

注３）

参考文献［16] の 285 頁より参照。

参考文献 [4] の 210 頁より参照。周知の如く、エンゲル関数

とは個々の品目の支出金額か又は購入数量を消費支出総額

に関係づけた関数の推計をいう。

参考文献［16] の 85 頁より参照。

参考文献

[1]

[2]

[3]

[4]

[5]

[6]

[7]

[8]

[9]

[10]

[11]

[12]

[13]

[14]

[15]

[16]

[17]

Fox, C. A. ,The Analysis of Demand for Farm Products, 

Technical Bulletin No.1081,1956. （カール　A. フォックス著，

宍戸壽雄・三枝義清共訳『農産物の需要分析』翻訳叢書第 8 号，

農業総合研究所，1956.）

Houthakker, H.S. and L.D.Taylor ,Consumer Demand in 

United States, 1929‐1970 ―Analyses and Projection―, 

Harvard University Press, 1966.（ハウタッカー ,H.S.・L.D. テ

イラー著，黒田昌裕・西川俊作・辻村江太郎共訳『消費需要

の予測：1929-‘70 年のアメリカ経済』勁草書房，1968.）

Katona ,G. and E. Mueller, Consumer Response to Income 

Increases, Washington,D.C.,1968.

森田優三『経済統計読本』東洋経済新報社 ,1991.

渋谷行雄『消費者需要の分析』東洋経済新報社 , 1971.

内山敏典『経済・経営・心理・医療・看護等指導者のための

アンケート調査データ解析の技法－ ACCESS・EXCEL ソフト、

F-BASIC・十進 BASIC・VBA プログラムそれぞれの利用法―』 

デザインエッグ社 , 2018.

内山敏典『統計解析の基礎―データ解析の基本と実践―』晃

洋書房 ,2015 年 .

内山敏典「唐津焼窯元の作陶に対する共通意識の計量分析」

『伝統みらい研究センター』( 第 1 巻第 1 号 ), 2018.

内山敏典「家具・家事用品の消費構造の統計的分析―『家計

調査年報』にみる伝統産業の用品の消費構造について―」『柿

右衛門様式陶芸研究センター論集』(12 号 ), 2017.

内山敏典「家具需要構造の統計的分析―家計調査データの移

動クロスセクション分析―」『柿右衛門様式陶芸研究センター

論集』( 第 11 号 ), 2015.

内山敏典「佐賀県における諸富家具生産者の意識調査分析」

『柿右衛門様式陶芸研究センター論集』( 第 10 号 ), 2014.

内山敏典・黒木宏一「陶磁器需要に関する意識調査に基づく

因果分析―多重分類分析法からのアプローチ―」『柿右衛門

様式陶芸研究センター論集』第 5 号 （文部科学省 21 世紀

COE プログラム：九州産業大学）( 第 5 号 ), 2009.

内山敏典「陶磁器需要推移の統計的分析―主として、マイク

ロデータに基づく多重分類分析によるアプローチ―」『柿右衛

門様式陶芸研究センター論集』第 5 号 （文部科学省 21 世紀

COE プログラム：九州産業大学）( 第 5 号 ), 2009.

内山敏典・山本盤男「佐賀県における陶磁器需要構造分析―

　産業連関分析からのアプローチ　―」『柿右衛門様式陶芸

研究センター論集』第 3 号 （文部科学省 21 世紀 COE プログ

ラム：九州産業大学）( 第 3 号 ), 2007.

内山敏典「陶磁器需要の統計的分析 ― 柿右衛門様式陶磁器

需要との関連性について ―」『柿右衛門様式陶芸研究センター

論集』第 2 号 （文部科学省 21 世紀 COE プログラム：九州産

業大学）( 第 2 号 ), 2006.

Wold, H. and L. Juréen, Demand Analysis, A Study in 

Econometrics, John Wiley & Sons, 1953.（ ウォルド　H.・R. 

ユレイン，森田優三監訳『需要分析―計量経済学的研究―』

春秋社，1963.）

安永武巳『需要予測の経済学』春秋社，1965.

伝統工芸品の需要構造分析　―「家計調査」データの計測に基づく金額弾力性と数量弾力性からのアプローチ―
An Analysis of Demand Structure of the Traditional Crafts　― An Approach from “the expenditure elasticity” and “the quantity elasticity” Measured based on Data of「Annual Report on the Family Income and 
Expenditure Survey」―


